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１. 今なぜ、地域で考えるのか？



１−１ 日本の地域で起きている現象
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私たちの地域では？



１−１ 日本の地域で起きている現象
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高齢化率
36.9％

高齢化率
30.9％高齢化率

16.9％
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福知山市

京都府

東京都

１−１ 日本の地域で起きている現象
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川口圏域：金山 日新圏域：成仁



１−１ 日本の地域で起きている現象

人口減少

地域の課題

地域の力が大切
10

• 地域の担い手が減少

• 地域活動の継続が難しい

• 買い物や通院など日常生活にも影響
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１−２ 市民生活の社会的なリスク

「まちづくり構想福知山」概要版５頁。



２. 私たちの暮らしの中で見えてきた課題
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２−１ 委員会における議論

第２回
（10/21）

② 現状から見える課題

• 地域で起きている問題を整理

講演会
（3/18）

④ 議論の報告

第３回
（1/22）

③ どうあるべきか

• これからの地域の姿を考える

第１回
（8/26）

① 生活実感の洗い出し

• 地域で感じていることを出し合う
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２−２ 議論の中で見えてきた課題

a. 地域の担い手が減少/負担増

b. 集まる場/交流の場の不足

c. 移動手段の不足/外出機会の減少

d. サービスや情報の分散
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２−２ 議論の中で見えてきた課題

a. 地域の担い手が減少/負担増

地域活動を支える人が少なくなっている

• 自治会役員等の担い手が不足

• 同じ人が何度も役員を担う

• 地域活動の負担が一部の人に集中

地域活動を続けることが難しくなっている
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２−２ 議論の中で見えてきた課題

b. 集まる場/交流の場の不足

地域で集まる機会が少なくなっている

• 地域行事の参加者の減少

• 集まる場所の減少

• 世代を超えた交流の機会が少ない

地域の中で顔の見える関係がつくりにくくなっている
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２−２ 議論の中で見えてきた課題

c. 移動手段の不足/外出機会の減少

高齢化の進行により、移動の課題が大きくなっている

• 公共交通の減少

• 車を運転できない高齢者の増加

• 移動手段の確保が難しい

外出の機会が減少し、地域での活動や交流にも影響している
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２−２ 議論の中で見えてきた課題

d. サービスや情報の分散

行政や地域団体による様々なサービスや支援がある

• 必要な情報が届きにくい

• 支援制度が分かりにくい

• 相談先が分からない

必要な支援につながりにくい状況が生まれている
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２−２ 議論の中で見えてきた課題

a. 地域の担い手が減少/負担増

b. 集まる場/交流の場の不足

c. 移動手段の不足/外出機会の減少

d. サービスや情報の分散

こうした課題の背景には、

「人と人のつながりの弱まり」



３. 人と人がつながる地域づくり
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３−１ 人と人がつながる地域

では、

どうすれば良いの？
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３−１ 人と人がつながる地域

人と人がつながる

仕組みをつくる

【３つの視点】

対話・拠点・健康
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３−２ 仕組みづくりの視点

対話の重要性

Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ

• 人

• 活動

• 場所

つなぐ

地域の可能性

暮らしを支える拠点

地域を「自分事」000

として考える場

人が集まり、活動が生まれる

場所をつくる

• 交流

• 買い物

• 情報共有

地域資源の活用

健康づくり

健康づくりは000

医療だけでは実現できない

• 外出

• 交流

• 役割

できる ポイント

きっかけ
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３−３ 島根県雲南市の事例
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３−３ 福知山市六人部地域の事例（対話から始まる）
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３−３ 福知山市六人部地域の事例（対話から始まる）
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３−３ 福知山市六人部地域の事例（対話から始まる）

[ミライトークで出てきた声]

• 地域で集まる機会が減っている
• 移動手段が少なく外出しにくい
• 担い手が少なくなっている
• 人と人のつながりが弱くなっている

地域の課題

• 地域には、人・活動・場所がまだまだ残っている

• 地域の人同士のつながりが生まれた
新たな気づき

地域の未来をみんな で話し合うこと、

対話が「地域づくり」の第一歩
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３−４ 人と人がつながる地域づくりは、対話から始まる

対話 気づき アイデア 地域の活動

「対話」⇨「行動」

助け合い



４. 私たちが目指す地域の姿
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４−１ 場でつながる/場とつながる

[場の役割]

場

交流・安心

支援・サービス

情報・学び

地域づくり/助け合い

• 安心できる「居場所」

• 人と人がつながる「交流の場」

• さまざまな情報が自然と届くハブ

• 相互学習の機会を創り出す

• 生活支援の拠点

• 暮らしを支える「サービスの場」

• 日常の出会いと対話の積み重ねが、災

害時や緊急時の助け合いにつながる

• 助け合いの仕組みづくりの実験の場

「対話の場」「集いの場」「助け合い（につながる場）」
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４−２ 未来を見据えると（ミライトーク）

人口減少 若者流出

地域のつながりの弱まり

地域づくりは単なる「コミュニティ再生」にとどまらず、
人の移動や多様な関わりを受け入れる視点が重要である。
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４−３ 私たちが目指すのは？

• 「支え合い」と「開かれたつながり」が両立する地域である。

• 地域の中の関係を大切にしながら、同時に、

• 外からの人・情報・価値観との出会いを通じて、

• 新しい活動や学び、仕事、挑戦が生まれる地域を目指したい。
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４−４ 立場/分野/境界を越えた情報やアイデア

田所承己（2019）
『場所でつながる／場所とつながる―モビリティ時代のクリエイティブなまちづくり―』学芸出版社

「場／場所」は、可能性を生み出す橋渡しの役割」



５. みんなでつくる福知山のこれから
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５−１ 私たちが目指す地域

人が人とつながり

自然と健康づくりができる地域



36

５−１ 私たちが目指す地域

地域づくりは

行政だけではできない

住民だけでもできない

大切なことは、みんなでつくること



ご清聴ありがとうございました。

福知山公立大学 木村昭興
Kimura-akinori@fukuchiyama.ac.jp


